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平成16年高齢者リハビリテーション研究会について

１．背景
○ 最近の軽度の要介護者の増加を踏まえ、介護予防・リハビリテーション
の確立が急務。

○ 平成17年国会提出予定の介護保険法の改正案及び平成18年4月実施予定の
介護報酬改定（診療報酬改定も同時期）において対応すべく、研究会を設
置。

２．高齢者リハビリテーション研究会の経緯
（第一回） ○高齢者リハビリテーションの現状と課題について
（第二回） ○要介護状態にならないようにする予防的リハビリテーションについて

○各ステージ毎のリハビリテーション提供体制について
○地域リハビリテーション提供システムについて

（第三回） ○福祉用具・住宅改修の提供体制について
○利用者のニーズに応じた多様なリハビリテーション提供体制ついて

（第四回） ○論点整理
（第五回） ○ヒアリング及び報告書骨子討議

平成１６年１月 高齢者リハビリテーション研究会 報告書
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